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　イタリア
ン・ブランド
の「ロベルトコイン」（㈱ムラキ）が、松
坂屋名古屋店北館5階宝石サロンで
初のPOPUPストアを9月27日まで開
催。世界中で人気のプリンセスフラワー
や、イタリアの風景が目に浮かぶヴェネ
チアンプリンセスなど、上品でトレンド
ライクなジュエリーを紹介している。
　ロベルトコインは、洗練を極めたデ

ザインとヨーロッパの伝統的
な宝飾技術による優れたつく
りで定評のあるイタリアン
ジュエリーブランド。代表で
デザイナーのロベルト コイ
ン氏はイタリアのみならず、欧
米のジュエリー界の重鎮とし
て知られる。
　コレクションはすべてロベ
ルト コイン氏の類まれなデ
ザインセンスと、最高品質の
素材、超一流のクラフトマン
シップが一体化することで完
成する。身に着けた時、至高
の満足感を得られるよう、芸
術的とも言える技術を用いて
具象化している。
　また、社会や環境問題にコ
ミットし、マテリアルの仕入れ
には一定のルールを設けて

いる。ダイヤモンドは紛争ダイヤモンド
ではないことを証明する「キンバリー・
プロセス」の認可を受けた国際証明書
が付くものだけを使用。さらに「責任あ
るジュエリーの協議会（RJC）」のメン
バーとして、倫理、人権、社会、環境に
配慮して事業を行なっていることを宣
誓している。

　セイコーウオッチ㈱は、
アジア・パシフィック地域
において高級ウオッチブラ
ンド「グランドセイコー」の
販売を強化するため、新
会社「G r a n d S e i k o
A s i a - Pacific Pte. Ltd.
（グランドセイコーアジア・
パシフィック）」をシンガ
ポールに設立し、10月3日
より営業を開始する。
　グランドセイコーは、
2017年春のセイコーブラ
ンドからの独立以降、グ
ローバルなマーケティング
活動を強化し、海外市場、
特に欧米において目覚し
い成長を遂げてきた。
　北米市場での拡販に向
けて2 0 1 8年に米国で
「Grand Se iko Corpo-
ration of America」を、欧州市場に
向けては 2 0 2 0 年にフランスで
「Grand Seiko Europe S.A.S.」を設
立し、大きな成果をあげている。
　この度設立した「Grand Se i ko 
Asia-Pacific Pte. Ltd.」は、セイコー
ウオッチと T h o n g S i a Wa t c h

（Far East）Co. Ltd.
の合弁会社となる予定で、
セイコーウオッチ取締役
会 長 の 服 部 真 二 と
Thong S i a Wa t c h グ
ループ会長のJoseph -
Wong 氏が、共同名誉会
長に就任する予定として
いる。
　同社はシンガポールを
拠点に、アジア・パシフィッ
ク地域でのグランドセイ
コーの販売、マーケティン
グを担い、小売り、卸売り
の両面で更なる成長を目
指す。
　また、今後シンガポール
のマリーナ・ベイ・サンズ
に、同国初となる「グランド
セイコーブティック」をオー
プンし、その運営を担う。

　世界的にウオッチの高級品市場は
堅調であり、今回の新会社設立を機
に、アジアを含む全世界においてグラ
ンドセイコーの更なるブランド価値向
上を図り、メイド・イン・ジャパンの高級
腕時計ブランドとしてグローバル戦略
を加速していく。

　スイスで誕生したピアスブランド
「Baqless（バックレス）」の正規輸入代
理店、㈱ピークス（東京都渋谷区、木
村眞澄社長）は、9月7日～13日の期
間、同ブランドの特別POP-UP SHOP

を大丸神戸店にオー
プンし、話題となった。
　Baq l e s sは、軸と
キャッチが一体になっ

た世界初の構造を持つキャッチ
レスピアス。何百もの極小パーツ
を組み立てる緻密な時計づくり
の技術を用いて、スイスの老舗
腕時計ムーブメント会社が2018
年に商品化を実現。軸部分が回
転しキャッチ代わりとなるため、
従来のピアスの問題点であった
「キャッチがとれてピアスを落とし
てしまう」という心配がない。普
段使いはもちろん、ランニングや
ヨガなどのスポーツシーンでも
使えるストレスフリーなピアスと

して注目されている。
　今回のPOP-UP SHOPでは、2022
年夏の新作アイテムをふくめ、人気モデ
ルや定番モデルなど、Baqlessのすべ
てのラインナップを紹介した。

　メガネ、コンタクトレンズ、補聴器の
販売、その他関連商品の販売を行う
「眼鏡市場」を全国1,011店舗で展開
する㈱メガネトップ（静岡県静岡市、冨
澤昌宏社長）は、一人ひとりに最適なメ
ガネを提案するアイケアの一環として、

目に関する正しい情報を
届ける事を目的とし、眼
科医（アイリスター麻布
クリニック院長 西之原

美樹）監修のもと、分かりやすい表現
で、子どもから大人まで親しめる本を
数多く出版する小学館が運営する「小
学館ライフスタイル・ブランドスタジオ」
と共同で、全10回に分けて情報冊子を
製作している。
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■積極的にピンクリボン運動
　ヴァンドームヤマダ

　V（5つ）のAから始まるキーワード
“Amuse・Amule t・Att rac t ive・
Anniversary・and Always”で毎日
のトキメキとハッピーをシェアするジュ
エリーブランド「ヴイエーヴァンドーム
青山」は、10月のピンクリボン運動強
化月間に合わせ、ピンクをテーマカ
ラーに「Pink Pink Pink! Fair」を開
催する。ピンクトルマリンやピンクゴー
ルドを使用したベーシックなネックレ
ス、リボンをモチーフにしたリングなど
の新作が登場。ハッピーをシェアすると
いうブランドコンセプトのもと、女性の
健康と笑顔を守るピンクリボン運動に
積極的に取り組んでいる。

■「SHINCA」が大阪に初上陸

　㈱今与が製造、販売するラボグロウ
ンダイヤモンド「SHINCA」が、9月1日
～2023年2月28日の期間、大阪・梅田
にあるシェアブティック「E SALON」
（ルクアイーレ5階）で取り扱われる。
　「E SALON」は店をまたがなくてい
いBORDERLESS、店舗を構えなくて
いいSHOPLESS、見つけようとしなく
ていいSEARCHLESSの3つのしなく
ていい新しい買い物スタイルを実現し

たシェアブティック。プライベートフィッ
ティングスペースとブランド出店ブース
が融合し、オンラインショッピングの利
便性と、リアルショッピングの納得感を
かけあわせた、買い物本来の楽しさや
歓びを再認識できる場所。

■GTBTが複数店舗を一括管理
　口コミやMEO対策のDX化

　ブライダルジュエリーのセレクト
ショップを展開するBIJOUPIKOグ
ループのグループ会社㈱G・T・B・T
が、Goog l eマップの口コミ管理や
MEO対策のDX化を支援する㈱エフェ
クチュアルの複数店舗向けMEOツー
ル「Location Connect」（特許申請済
み）を導入。複数店舗の一括管理を可
能とし、常に最新の情報を顧客に対し
て発信できるようになった。

■WSPがコラボし、渋谷でPOPUP

　真珠の製造卸販売を手掛ける㈱
WSP（東京都中央区、渡邊雅夫社長） 
が展開するパールジュエリーブランド
「MARLENA」と、コスメブランド「真
珠肌（まだまはだ）」がP O P U P 
STOREを、9月1日～7日の期間に、渋
谷スクランブルスクエアに出店した。

ア
ジ
ア・パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
地
域
に

新
販
売
会
社
設
立

全
世
界
で
更
な
る
ブ
ラ
ン
ド

価
値
向
上
を
加
速
さ
せ
る

グランドセイコー

キャッチレスピアス「バックレス」
大丸神戸店で話題に

プリンセスフラワー：K18RG／WG・
マラカイト・ダイヤモンドリング　616,000円

ロック＆ダイヤモンド：K18WG・
ダイヤモンドリング　825,000円

　8月に全国の「眼鏡市場」で無料配
布が開始された第3弾は「初めてのコ
ンタクトレンズ」。コンタクトレンズを使
い始める時に知っておきたいことを図

やQ&A方式で詳しく解説している。
　第1弾は「子供の『見えない、見えに
くい』を解消する」、第2弾は「健康な目
のために知っておきたい紫外線対策」。

目の正しい情報を届けるために
眼科医監修の情報冊子を無料配布
「眼鏡市場」

　事の発端は安倍元総理を銃撃した
容疑者の犯行動機からはじまる。母
親が統一教会への多額献金を行った
結果家庭崩壊が生じ、その恨みを晴
らすために教会と関係の深い（と思い
込んだ）安倍元総理を殺害した事件
である。
　報道から知る限りだが、献金額はお
よそ１億５０００万円で、親族がその後
５０００万円を教会から取り戻したが、
その５０００万円を母親が再び教会へ
献金してしまったこと。そして今なお教
会の信者であり続けているということ。
この事実関係の中に、メディアが取り
上げている統一教会問題が凝縮され

ている。と同時に
社会正義で一刀
両断できないモヤ
モヤ感もついて
回っている。
　教会を糾弾して
いる弁護士等は、
この多額献金や
過去の霊感商法
を取り上げている
が、宗教というの

は信者の心の救済という面とビジネス
という面を持っている。ビジネスという
面で言えば献金は様々な名目でどの
宗教団体でも行われているものであ
り、額の多寡は信者の資産状況もあり
簡単に線引きなどできるものではない。
件の母親はいささか常軌を逸している
とはいえ調査すれば多額の献金という
事例など他の教団からも明らかになる
であろう。また壺商法に問題があるとす
れば仏教の戒名商法を含め宗教教団
の収入方策全体が問われなければな
らないはずである。
　今一つ統一教会に関して被害者の
会があるらしい。しかし被害者とは誰の

統一教会問題のモヤモヤ
尻馬に乗る知的脆弱
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ことだろうか。
　自ら入信した信者本人が被害者と
名乗ってくるとは考えにくい。大方は信
者の身内が一家破産、一家離散の現
実を目の当たりにして救済を申し出た
ものであろうが、資産を差し出した本
人に信仰への揺らぎがなければ、巻き
添えを食った形の彼らを被害者と呼
ぶべきだろうか。確かに身内目線で見
れば怪しげな宗教に騙されて金を巻
き上げられたように見える。
　しかし宗教とはもともと怪しげなも
のなのだ。「イワシの頭も信心から」と
いうではないか。
　神が天と地を創造したか、念仏を唱
えたら極楽浄土へ行けるか－。だが、
信じるということは科学的納得ではな

い。宗教的真実を生きることだ。そこに
「宗教の価値」がある。なぜ人は宗教
にすがるか、病苦、貧困、失恋、事故、
家族の不和、失業、おのれの無力を思
い知らされた時、彷徨する魂がその居
場所を求めるからである。その信仰の
心から見れば、イワシの頭も拝むべき
神なのである。その在り様を誰が嗤え
るか、誰が非難できるか、わが身を振
り返ればすぐわかることだ。「マインド
コントロール」、「洗脳」の石礫は知識
人の傲慢である。
　統一教会の問題が、悪を退治する
社会正義と大衆の不安心理に付け込
む似非宗教という単純な善悪問題に
還元されて騒がしい。が、本来冷静で
あるべき知識人が「信教の自由」という
憲法条項を軽んじてバッシングの尻
馬に乗る光景を見るにつけこの国の
知的脆弱性は、結局また「いつか来た
道」をたどりそうな予感がする。令和四
年憂鬱な秋である。

　　　　　　　　　　　　　  貧骨
　　   cosmoloop.22k@nifty.com

イラスト chabico
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